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ソ 連 に お け る 盟 秋 白(一)
川 上 久 壽
本稿は ソ連において活躍 した時代の盟秋白を問題にす るのではな く,ソ
くしゆ うは く
連で出版 された 躍秋白関係の論文,著 書における 崔秋白を問題 とし,そ の
内容を紹介 し,ソ連における雀秋白評価の問題にもわたる。 ソ連滞在時代の
崔秋白の コミンテルンでの政治活動,お よび政治上の諸論文,そ のほか文学
的,学 問的,教 育的な活躍は非常に興味ある問題ではあるが,残 念なが ら資
料に乏 しく現在では到底手が下せない。魯迅が不滅 とすれぽ魯 迅 との関係上
雀秋白も不滅であると わた くしは 思 う。 むろん 擢秋白は魯迅の偉大 さには
およばないけれ ども,な お魯迅 とともに生きつづけるはずである。が,た だ
或るひとつのことのために雀秋白は少な くともわた しなどの知るかぎり文化
大革命以後,日 和見主義者,機 会主義者,裏 切 り者などとい うことで中国で
は甚だ評判がよろ しくない。その反面 ソ連では真のマルクス主義者,共 産主
義者云云 と大変なもち上げかたである。中 ソ間の政治上の対立が文学や学問
にもおよんでいるのである。 ところで,い まさら言 うまで もないが,現 代中
国の文学ではむろんのこと学問のあ らゆる分野でも魯迅をはなれては何の研
究 も不可能であ り,魯迅にかかわれば崔秋白が必ず関連 してくることにな ら
ざるをえない。魯迅には頼 りになる確かな伝記 も年譜 も沢山とある。それは
中国はもとより日本や ソ連でもおなじことである。 ところが,崔 秋白になる
と事情は変 ってくる。わた くしは この度崔秋 白のことを少 ししらべてみて驚
いた。魯迅 とは異 り崔秋 白については殆んど調査や研究はされていないと極
言 してもいいぐらいなのである。魯迅にかんす る書物や論文はわが国だけで
も汗牛充棟 もただな らぬが,崔 秋白にかん してはどうか。現在では魯迅研究
家の増田渉先生や新島淳良氏な どが崔秋白にかかわ りをもってお られる程度
といって よい。 新島氏はかつて1953年に 魯迅研究会のr魯 迅研究』第4号
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に 『魯迅と樫秋 白』 とい う論文を発表され,さ らに 『崔秋白年譜』(以下 『年
譜』 と略す)も 同時にのせ られた。 この 『年譜』はわた くしのこれまで知 る
なかではいちばん詳細で精密な年譜ではないか と思 う。 しか しこのりっぽな
『年譜』でさえも今か らみれば,補 足訂正 しなければな らぬ個所が幾つかあ
る。増田先生が 『革命のモスクワへ』(中国現代文学選集3五 四文学革命集,
平凡社)の 解説に書かれた 年譜に も訂正すべき個所がある。 一例をあげれ
ば,樫 秋白がは じめて 入 ソしたのは,新 島氏のr年 譜』によると1920年夏
であるが,中国の鄭振鐸は1920年冬 といっている,ソ連の崔秋白研究家シネ
ィデル(M.E.1皿He加ep)教授は1920年10月16日に北京を出発 して1921
年の1月25日 にモスクワに着いた といい 三者三様である。 わた くしはシネ
イデル説をとる。鄭振鐸は後に記す ように旅行先で書いているので資料 もな
し記憶違いで冬 としたものであろ うし,新島氏のr年 譜』は二十年 も前にい
まか らみれば充分な資料もな しで書かれたものであるが,シ ネイデル教授は
ソ連で確かな資料を もっているか らである。いま年譜について一例をあげた
が,そ のほかにも訂正個所は 若干あるといったわけで,覆 秋白については
随分 と不確かな点が多い。現在の資料のままではとても研究はできないだろ
う。もっと資料集めをする必要がある。ところが中国ではその資料がなかな
か出版 されない,し か しソ連ではわ りと盟秋白関係の書物や論文は出るので
ある。たとえばシネイデル教授は次のような本を出 している。
嬰秋白選集,モ スクワ,文 学出版社,1975。
この本は著者が自ら中国語か らロシヤ語へ翻訳 し,自 ら注をつけ,自 ら
解説を書いてお り,ソ 連では 最 も新 らしい 盟秋白にかんす る書物である。
この本にはいまは亡 き鄭振鐸の序(『ソビエ トの読者のために』)がついてい
る。 鄭振鐸は1957年に中国文化代表団長 として イン ドネシヤを友好訪問 し
た とき,つ いでにソ連 とチエ ッゴス ロバキヤに赴いて講義を した。だか らそ
のさいシネイデル教授の依頼に よりこの序を書いたものではなかろうか。 こ
れは原文がロシア語か中国語か判然 としないが,資 料のひ とつと して次に全
文をかかげよう。
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「わたくしは 本書に短い序をとい う申 し入れを喜んで受け入れた。 その
ためにわた くしは盟秋白の作品に もういちど立ち戻ることができた。非常に
楽 しくわた くしは読みなお して,改 めてこの不滅の共産主義者の戦斗精神に
深い感動を うけた。かれの述べたことの多 くは今 日に至るまでその積極性を
失わなか った し,これか らも動員力と煽動的な意味をもっと確信 した。
注1得 秋白文集 《報告文学と評論》,モスクワ,1959.
盟秋白同志は1919年の"五 ・四"運 動の時期に北京俄文専修学校の学
生団体の代表委員と して戦いの道に入 った。学生連合会代表者会議でのかれ
の発言は 常に驚 くべき 鋭さと深さできわだっていた。 盟秋白の熱烈な反帝
反封建の戦いとその文筆生活は同時には じまった。盟秋白,臥 濟之,盟 世英
(新島淳良氏の嬰秋白年譜では鄭世英),許地山とわた くしが雑誌 「新社会」
を編集 したが,ま もな く北洋軍閥政府により禁止され,出 版者は逮捕 され
た。 この打撃もわれわれを挫けさせなかった。 さらに多 くのエネルギーを傾
けてわれわれは雑誌 「人道」の発行にとりくんだ。 しか し雑誌は一号出ただ
けでその存在を停止 した。
盟秋白同志が これ らの雑誌にのせた若い時の作品には早 くもその卓越 し
た才能,思 想の深刻 さと明晰さ,非 凡な芸術的手腕が見 られた。
1920年の冬,輩秋白は 「農報」の特派員としてモスクワに向った。 ソビ
エ ト・ロシヤか らの通信で,か れは世界では じめての社会主義国家での難 し
い英雄的な戦い,偉 大な教師 レーニンの指導の下に ロシヤの労働者農民がい
かに してあ らゆる敵に打ち勝 ったか,い かに してかれ らは測 り知れぬ困難に
もかかわ らず,か れ らの道に立って新 らしく明るい社会主義社会を建設 して
いるかを真摯に感動をもって語 っている。かれの通信を読んだ人びとの多 く
はその心を全人類の期待たるソビエ ト同盟へと向けた。東方の空が真赤にな
ったとい うことは搾取階級と資本主義機構が西方(西 欧)で も存在 しな くな
るとい うことである。
盟秋白のソビエ ト同盟か らの通信に よってかれの世界観の発展過程を辿
ることができる。やがて盟秋白は共産主義者 とな り,献身的に忠実に党の事
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業に,中 国人民の解放事業のために自分を捧げる。偉大 さと感激に満ちたか
れの悲劇的な最期の 日までかれはそ うであった。
嬰秋白はまさ しく共産党 とプロレタリアー トの最も傑出 した戦士のひと
りと呼ぶ ことができる。かれは多 くの尖鋭な政治的な論文,少 なか らざる文
学上の作品,批 評や評論を書いた。かれの翻訳 したロシヤ古典文学 とソビエ
ト文学は彩 しいが,そ れは素晴 らしいものである。
しか しかれの書いたものでいちばん重要なのは戦斗精神に貫かれた批評と
政治論である。マルクス ・レーニソ主義の武器を自家薬籠中のものとしてい
た不屈の共産主義者輩秋白は階級の敵にたい して,つ まり,祖国を売 り渡 し
ている軍閥に,忠 実に帝国主義に奉仕 している 「高等中国人」たる国民党の
反動派に,外 国か らの腐敗的影響のもとに堕落 した青年に,政 治に無関心と
叫びなが ら実際は搾取階級の伝声管の役 目を している文学者にたい して断乎
と して戦 った。盟秋白は仮惜な くかれ らか らあ らゆる仮面を剥 ぎ取 り,か れ
らの偽善,嘘 偽,詐 偽をあばき,か れ らの嫌悪すべき凶悪なお面相を赤裸裸
に描き出 し,敵を恥ずべき逃走へ と追いや った。驚 くべき深刻さをもつ際立
った評論でかれは敵の最も隠 したがっていた秘密を見抜いている。まるで鋼
鉄の針の鋭さで敵の最大の弱点を突き刺す,ま るで,よ く研 ぎすまされた外
科用 メスで帝国主義者 とその前に投降 している祖国の裏切 り者たる反動派の
悪劣至極の魂をあばいている。
輩秋白の仕事の芸術的達成度はか くも高いので,そ れについては正 しく
「喜びと笑い,憤 りと謎責が言葉になった」 ようにみえる。 輩秋白と魯迅は
現代中国文学を飾 っている素晴 らしい二つの宝石である。 この二人は肩を並
べてたたかった戦友である。かれ らの作品一 最 も貴い文学遺産一 はわれ
われの時代で もその戦斗的力量を失 ってはいない。
輩秋白同志は 「非政治主義」で 言 う,「どの文学者にせよ本質上は政治
家である。芸術は一 いかなる時代,い かなる階級,い かなる党派に も属さ
ないにせ よ一 常に強力な イデオロギ ーの 武器である。 それは 現実を反映
し,それと同時に現実に影響をあたえる。
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ある作家たちの作品は外観上は 《政治臭》が しないか もしれない。だが
こうい う作家も実際は 《政治家》である。これ らの言葉の うちに 《政治を倒
せ,芸 術万才》,《文学芸術は特殊性をもち,党 派の指導を必要 としない》 と
いった現代右翼のス ローガンの真の意味が同時にあばかれている。
われわれは最 も注意深い方法で極めて重要な盟秋白の言葉を研究せねば
な らない。
ロシヤ語による盟秋白文集発行の目的は ソビエ ト同盟その他の国の読者
に中国で最も著名な文学者のひとり,中国共産党 とプロレタ リアー トの不屈
の斗士を知 らせることにある。エム ・イエ ・シネイデルのロシヤ語訳による
盟秋白の高い思想的,芸 術的作品は 広い読者層の 注意をひき,社 会主義の
プロレタ リヤ文化芸術繁栄のためにめざま しい貢献をするであろう,それに
一点の疑いもない。
鄭振鐸
1957年11月30日
モスクワ」
鄭振鐸の序は以上のとおりで,盟秋白の第一回目の入 ソについては1920
年冬 としているが,そ れは誤 りであろうとは前に記 した。 また新島氏の 『年
譜』の1920年夏も誤 りである。 シネイデル教授は しか し鄭振鐸の誤 りを指
摘 していない。ついでだか ら新島氏の 『年譜』の誤 りではあるまいか とわた
くしの気づいた個所をあげると,「1914年常州中学を卒業。」とあるが,実 際
は卒業 していないのではないかと思 う。 「家庭貧困のためこの才能に恵まれ
た子供は中学を卒業せず,就 職 して稼がねばな らなかった。」 と シネイデル
教授は 『生涯』に 書いている。 また1917年の項で 「同級生に鄭振鐸,鄭 世
英,取 濟之 らがいた」の鄭世英は明かに盟世英の誤 りであるが,こ れは中国
現代文学集では訂正されている。新島氏のr年 譜』の誤 りかと思われる個所
については今後二三ふれよう,ソ連の研究はそ うい う点で もわれわれを啓発
して くれるのである。
次にはシネイデル教授がロシヤ語訳 した雀秋白選集の解説と して書いた
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「戦いに捧げ られた生涯」(以下 『生涯』と略す)で ある。 これは従来屡々嬰
秋白について書いてきた筆者 として最新のものであり,最終的なこの人の盟
秋 白論と見ていい。 この人は二十年位前に盟秋白生誕六十年を記念 して 「輩
秋白」(以下 『秋白』 と略す)と い う論文を書いている。 それは 『芳聯的中
国学』《CoBeToKoeKHTaeBeJleHHe》1958年4に収められている。 この二篇
の論文を比較 しなが ら筆をすすめ よう。以下は 『生涯』か らの引用である。
「盟秋白(1899-1935)は十月革命後東洋のあまたの植民地 ・半植民地国
家に現れた共産主義者,不 屈のマルクス主義者の うちでも輝か しい戦士,宣
伝家,巨 星のひとりである。科学的社会主義,歴 史,哲 学,美 学,経 済学,
世界の労働運動,ブ ルジ ョァイデオロギーの諸学派を注意深 く鋭意研讃 した
かれはその知識を惜 しみな く人 と共有 し,祖国中国と外国の革命幹部養成の
ためにその力量,エ ネルギーを捧げた。
結核に蝕 まれた温和で弱々 しいこの人が仕事に傾けたそのエネルギーに
は驚嘆すべきものがある。かれは十五年位の うちに或る人 々が一生を費 して
もとうてい 及ぼぬだけの 仕事をやってのけている。 盟秋白の文学作品,評
論,外 国文学の翻訳だけにかぎって も四巻をなす。中国と世界の共産主義運
動 と労働運動にむけ られた,か れの科学的社会主義,政 治経済学,哲 学,歴
史の理論にかんす る彩 しい論文 と翻訳,い くら少な 目に見積 っても何巻にも
達するであろうかれの宣伝丈,評 論,通 信文,講 演,学 術論交,教 科書は中
国で も然 るべ く集大成 されていない。」
ここで一応r生 涯』か らの引用はやめて,前 に も触れた同 じ筆者 の論文
『秋白』を対比 してみよう。以下はその引用である。
「1959年1月29日は 雀秋白の生誕六十周年にあたる。 かれは その革命
的,社 会的,政 治的,お よび文学上 の活動によって1949年10月の輝か しい
勝利,解 放を求めてたたかった中国人民の闘争に卓越 した功績をのこした人
である。 。
毛沢東はい う,「敵に勝つためにわれわれは 第一に銃をもつ軍隊に依拠
せねばな らない。 しか しこの軍隊だけでは足 りない,さ らに文化の軍隊が必
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要である。 こうい う軍隊な しにわれわれの隊伍をかため敵に打ち勝つことは
　
できない」おのが力 とエネルギーのすべてをこの文化の軍隊の結集のために
投げだ した者のひとりが盟秋白だった。 「…盟秋白は当時党の権威ある指導
者のひ とりであった。かれは…大き くて有益な仕事を しつづけた(主 に文化　
の戦線で)… 」 輩秋 白の友人で戦友で もあ った魯迅は1935年5月20日(22
日が正 しい一川上)付 書簡で,つ ま り,盟 秋 白が国民党 の手に捕 え られ てか
ら,こ う書いてい る,「Ta(盟 秋 白の ペ ンネ ームのひ とつ一 エ ム ・シヤー)'
お
の逮捕 に よる文化上 の損失は何 に もま して大 きい」
輩秋 白は中 国の革命文学 の発展に重要 な役割 をはた したが,そ れは共産
党の指導,マ ル クス ・レーニン主義文学批 評な しに は考え られ ないだろ う。
こ うい う批 評の基礎が中国にす え られたのは雀秋 白の戦斗的な社会評論,文
学批評 と翻訳活動に よってである。」
注1ロ シヤ語訳毛沢東選集,第4巻,121頁.
注2同 上,341頁.
注3曹 靖華,織滴憶秋白(r文芸報』,1955,N().11,47頁)
以上が 『秋白』の 書 きだ しである。 これを17年後の1975年に 現れた
『生涯』 とくらべてす ぐ気づ くことは,『生涯』では毛沢東か らの引用がすっ
か り消え失せていることである。中 ソ間の政治問題か らして止むをえないこ
とだが,ソ 連の反毛意識は異常なほど激 しく,ただにシネイデルとい う中国
学者だけにとどまらずフェドレンコといった人 も含めて大方の学者がそのキ
ャンペーンに加わっているようである。 ところで 『秋白』に引かれた毛沢東
の言葉は妥当適切であ り決 して誤 っているとは思われないが,現 在の ソ連で
は引用禁止も同然であ り,中国でも文化大革命以来公然 と盟秋白が批判 され
ている現状ではソ連 とあまり変 らない。変 らないばか りでなく盟秋白研究 も
行われず盟秋白論の一篇す ら現われに くくなっているのではなかろ うか。そ
'れはシネイデルのい うとお り 「い くら少な目に見積 っても何巻に も達す るで
あろ うかれの宣伝文,評論,通信文,講演,学 術論文,教科書は中国でも然 る
べ く集大成 されていない」のであるか ら,ま ともな研究のでるはず もない。
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さらに 『生涯』を多少端折 りなが らつづけよう。
「1919年5月4日の反封建 ・反帝国主義の五 ・四運動の最初か ら盟秋白
はかれの言葉でいえば 「事件の渦中にいた」。 かれは 北京の学生の うちで も
有名な指導者のひとりで,1919年6月5日反動権力はかれを逮捕する。
1919年か ら1920年にかけてかれは 若い文学者の友人たちとともに,進
歩思想の演壇 となった 『新社会』 と 『人道』 とい う雑誌を出す。かれはまた
北京の急進的新聞 『農報』にも執筆 した。」『秋白』では五 ・四運動にふれた
個所がこう書いてある。
「当時の多 くの中国知識人にとってそ うだったように,《世界革命の呼掛
け,ロ シヤ革命の呼掛け,レ ーニン の 呼掛けにこたえて》起きた1919年の
反封建 ・反帝国主義の五 ・四運動は盟秋白の一生における重要な路標 となっ
た。」 ここにも毛沢東の言葉が引かれている。また,「当時の中国においてマ
ル クス主義思想を宣伝 したのは,定 期刊行物,と りわけr新 青年』,マルク
ス主義を広め宣伝 した 李大釧が出 しは じめた 『毎周評論』,それに,毛 沢東
の編集にかかわる周刊 『湘江評論』であった。」 とも見える。『農報』は魯迅
や鄭振鐸の友人などが関係 していた新聞のようだか らラジカルだったのか も
知れないが 『秋白』では梁啓超の政治団体がは じめたブルジ ョア新聞と書い
てある。『生涯』のほ うで訂正 した ものであろ う。
盟秋 白が1920年10月16日北京を出発 して,翌1921年1月25日にモ
スクワへ着いたことはシネイデルの言 うとお りであって,楊 之華,司 馬壬路も
同様の ことを述べていて確かなことである。 したがって新島氏の 『年譜』で
「夏,開 通 したばか りの中ソ直通列車に乗 って モスクワに赴任」 とあるのは
訂正の必要があろ う。中国現代文学選集3五 ・四文学革命集の解説 『革命の
モスクワへ』とr盟 秋白について』の中に増田渉先生が簡単な年譜を書いて
お られ る。それには1920年の項に 「…後,モ スクワ到着後も同地の見聞を続
々と 『農報』に寄せる。」 と1920年の項に見えるが,こ れ も誤 りではなかろ
うか。1923年1月に盟秋白は陳独秀に従 って帰国 した。 この モスクワ滞在
二年間に輩秋白は肺結核の サナ トリュームに 入院 しているが,r秋白』はこ
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れにつ きこ う書 いている 「肺結核 の病状が昂進 したので治療 のため入院のや
む なきに至 った。 しか しそ うい う時で も仕事 はつづけた。r赤 都心史』に収
め られ ている ものの うち 雑感,漫 筆,詩 十五 は ここで書かれた。」原文では
この条に次の よ うな注があ る,「1921年末か ら1922年3月まで輩秋 白はモス
クワ結核 サナ トリューム の 《ヴ ィソーキエ ・ガル イ》(現在 は チ カロワ街,
ドーム53)に入院 していた」。
さ らに 『生涯』をつづけ よ う,「かれは その特派 員通信 と書物に よって
社会主義共和国 の真実 を中国にむけ て語 った最初の中国人記者だ った。 盟秋
白がモス クワで書いた書物 とルポル タ ージ ュはヂ ョン ・リー ドには じま りそ
れに引 き続 いた外 国の国際主義者,ソ ビエ ト・ロシヤの友人た ちが十月革 命
後の ロシヤにつ いて書いた本 のひ とつに なった。 盟秋 白はそ の書物,新 聞の
評論,ル ポルタ ージ ュに よって,わ が 国の社 会主義 建設 の成果,労 農政権の
平和愛好 の対外政策,戦 後は じめての困難 な時代を持久 的に耐 え抜 いた ソビ
エ ト人民 の勇気 とヒロイズム,ソ ビエ ト人 の国際主義,中 国の兄弟にた いす
るかれ らの友好的感情,ル ナチ ャル スキイ,マ ヤ コフスキイの よ うな ソビエ
ト文化の傑 出 した代表者た ち との出会 いについて語 っている。
1922年2月盟秋 白は モス クワで 中国共産党 の細胞を介 して 入党 し,そ
の年 の11月 か ら12月にかけて コ ミンテルン 第四回大会 の代表 にな った 。」
雀秋 白が1922年の2月 に入党 した こ とは 増 田先生のr年 譜』に も楊 之華の
『回想 の盟秋 白』に もあ り間違 いはあ るまい。 新 島氏 の 『年譜』に 「1921年
夏張太雷 の紹介で中国共産 党に入党,モ ス ク ワ支部をつ くる」 とあるのは何
かの誤 りではないか と思われる。 この部分 『秋 白』は次 の とお り,「1922年
2月に モスクワにおいて中国共産 党の党組織が最初の中国の共産主義者 のひ
とり張太雷 の紹介に よ り輩秋 白をその隊伍 に受け入れた。(温 済澤,盟 秋 白
同志戦門的一生),1922年春盟秋 白は極東民族代表大会 に出席,冬 はモス ク
ワで コ ミンテル ン第四 回大会で働 いた。.およそ この頃,盟 秋 白は ロシヤ共産
党(ボ)第 十一 回大会,第 九回全 ロシヤソビエ ト代表大会,そ れに コミンテ
ルン第四回大会 での レーニンの 報告 を中 国語に訳 してい る。」 これに よる と
ソ連における盟秋白(川上) (35)
盟秋白が入党する前にモスクワには中共の党組織があったことになる。こう
い う事は ソ連側に確かな資料がある筈だか らこの説が正 しいだろ う。
「1923年のは じめ,盟 秋白は帰国 し積極的に 革命運動に入 った。」(『生
涯』)1923年のは じめとは1923年1月のことであることは 『赤俄之帰途』に
「1923年1月13日は じめて帰京」 とあることか ら明かで,『秋白』 も1月 と
している。
「中国共産党第三回全国代表大会(1923年6月)からかれは常に中央委
員に選ばれた。かれは党中央機関誌 『新青年』や 『ボルシェヴ ィーキ』など
を含む党の出版物を編集 し,理論的な論文を書いている。同時にかれは上海
大学社会科学系の主任となったが,こ れは共産主義者が創設 し指導 した革命
幹部養成学校 として最初のものであった。かれが講義 したのは科学的社会主
義,哲 学である。」(r生涯』)『秋白』は党の出版物 として 『新青年』のほかに
『響導』,『前鋒』をあげ,盟 秋白がこれ らに理論的,マ ルクス主義の論文を相
継いでのせたと して,次 のような ものをあげている,『政治運動 と知識人』,
『議会制度 と現代中国の軍閥制度』,『中国資産階級の発展』,『自由の世界と
必然性の世界』,rデモクラシーか ら社会主義へ』,なお1924年に 『新青年』へ
発表 した笙秋白の論丈 『プラグマチズムと革命哲学』はマル クス主義の立場
か らプラグマチズムを分析 し批判 した最初のもののひとつとも述べている。
新島氏は 上海大学について 盟秋白が 「干右任,獅 中夏 らと上海大学を創設
し,教 頭兼社会科学系主任教授となる」 と1923年の条で詳 しく,さ らに,
「八月 国法学与労農政府 を東方雑誌二〇巻一八号に発表 …… このころ書
かれた らしいもの 一 東方文化与世界革命(「新青年季刊」),実験主義与革命
哲学(同),那 個城(小 説 「中国青年」)(那個城 とは ソ同盟をさす)」と記 さ
れているが,こ の中の 『実験主義与革命哲学』はむろん 『プラグマチズムと
革命哲学』のことである。 この論文が1923年に書かれたか,そ れ とも1924
年に書かれたかは分明でない。
1924年の輩秋白について 『秋白』の記す ところは次のとお りである。
「1924年1月広州で国民党一全大会が開かれ,孫 逸仙は連 ソ,容共,工
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農の三基本政策を決めた。大会には中国共産党の使節の参加 も認め られ,同
志毛沢東,李 大釧,林 伯渠,盟 秋白は国民党中央執行委員会の候補執行委員
に選ばれた(1926年の国民党二全大会でかれは執行委員に選ばれた)。
1924年夏茅盾が主宰する文学研究会のr小 説月報』に笙秋白のr新 文学
の最初の燕 と赤色 ロシヤの芸術』が現れた。 ソビエ トの雑誌rプ ロレタ リヤ
文化』(1920年,第13-14号)の社説の直接影響のもとに 書かれたこの文章
は ロシヤの労働者の革命的文学者エフ ・イ ・カ リーニンとぺ ・カ ・ベ ッサ リ
コを記念 したものである。 この二人は周知の とお りレーニソに厳 しい批判を
うけたプロレッ トカル トの一団を特徴づける誤 りと迷いを或る程度共通に し
ていた。 しか し,かれ らの形象,プ ロレタ リアー トの事業のためおよびその
文化と文学の事業のため戦 う人びとの形象は盟秋白の注意を惹きつけた。
カリーニン とべ ッサ リコの創作の道 と作品を分析 した 盟秋 白は後年30
年代に書いた文芸学にかんする労作では じめて完全に発展 した思想を語 って
いる。それは特に,革 命作家に提起された要求,す なわち人民のために平易
で判 りやすい言語で書 くこと,大 衆に知識をあたえること,人 民に奉仕す る
ことである。 カ リーニンとべ ッサ リコは革命の勝利のため一生を捧げた,人
民にたいする没我の献身は輩秋白によれば中国の本物の革命作家が誰 しも理
想 とすべきはずのものであった。人民大衆への献身的奉仕のア ッピールは中
国が1924年～1927!年の革命の嵐の中にあった時,正 しく積極的に活動 して
いた輩秋 白に特別の関心をよびおこした。」 カ リーニン と べ ッサ リコにかん
する叙述はシネイデルの他の著作 『盟秋白創作の道』に も見える。
「1925-1927年の国民革命の初期に 盟秋白は 非合法活動に移 り,長 期の
地下生活が始 まる。かれは1925年の 「五 ・四」事件の党指導者のひ とりで,
また上海 プロレタ リアー トの 日刊紙 『熱血 日報』の主編で,評 論を書いてい
た。1928-1930年に星秋白は中国共産党第六回大会の代表 としてモス クワに
いたが,後 に コミンテルンの 幹部会 と執行委員会の委員になった。1929年
7月かれは フランクフル ト・アム ・マインにおける第二回反帝国主義大会に
出席 し,反帝連盟の総評議会員に選ばれた。」(『生涯』)。r熱血 日報』に関連
して 『秋白』では盟秋白がこの新聞にのせた多 くの評論 と通信文は鋭い反帝
ソ連における盟秋白(川上) (37)
国主義の傾向が著 しく濃 く,ま た革命に立ち上 った人民大衆の前におかれた
問題に答えている,と いっているが,こ れ らも仲々われわれの眼には入 らな
いo
「雀秋白は各種の反動思想 と断乎 として戦った。たとえば,『中国の国民
革命と載季陶主義』で盟秋白は国民党右翼の指導者のひ とり載季陶の思想の
反動的本質をあばいた…
中国共産党中央委員会の指導中核に入った雀秋白は毛沢東,任 弼時その
他の同志 とともに陳独秀の投降主義的傾向をあばいた。 プロレタ リアー トの
利益を裏切 る陳独秀議会主義の思想的破綻に 大 きな 役割を 果 したのが1927
年に盟秋 白が書いたパンフレット 『中国革命の論争問題』である。
1927年8月7日,蒋介石を頭 とする 国民党が革命を裏切てか ら後のこ
と,盟 秋白は中国共産党中央委員会の臨時会議を主宰 したが,そ のさい陳独
秀は指導的 な職務か ら退かされた。会議は農村革命の展開と国民党の反動集
団の圧追にたいする武装抵抗の コースを採択 した。盟秋白は党中央の書記に
選ばれ,党 の機関誌 『ボルシ=ヴ ィーキ』の主編 とな り,第六回大回(1928
年)ま でその地位にあった。」(『秋白』)。
r生涯』,『秋白』の以上の叙述は文学研究家の シネイデルのものだか ら
どうしても文学に偏 しているが,こ の時代の盟秋白の全面的な活動について
は新島淳良氏の 『年譜』に詳 しい。
『生涯』はこのあと 盟秋白の作品や翻訳などの 文学論の叙述が主とな り
1928年以後のかれの事蹟を辿ることはできない。 そこでこれか らは 『秋白』
のみに頼 ってゆ くことに し,文学論は後廻 しとす る。
「1928年4月輩秋白は再び ソ連へゆ くが,こ の度は合法的ではない。 全
国にわたってかれを捜索中の国民党権力の眼をかすめて秘かに出国す ること
を余儀な くされたのである。
は
モス クワで 雀秋 白は コ ミソテル ン執行員会 幹部会員 に 選ばれた。1929
年秋には パ リでの 反帝国主義 戦士大会に 出席,1930年夏には ベル リソで ド
イ ッ失業者 の大示威 行進に参加 した。」(『秋 白』)。
注 次頁を見よ.
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この個所 は新 島氏 のr年 譜』に よる と次の よ うにな っている。
「(一九二八年)七 月 入 ソ してモス クワでひ らかれた中国共産党第六 回大
会に参加,書 記 を向忠発 と交代,,コミンテル ン中共代表 に え らば る,夫 妻で
ソ同盟に 滞在す ることにな る 一九 日か ら九月 まで,モ スクワでひ らかれ た
コ ミンテル ン第 六回大会 に出席,民 族植民地問題 の副報告をお こな う(主 報
告 は クーシネン)コ ミンテル ン執行委員,議 長団委 員にえ らば る。
この年 の著作 も一部 しか判 明 しない。 コ ミソテル ソ執行委員 と しては ス
トラーホ フCTpaxOBの名で,お お くの指示,書 簡,論 文 をか いた。 また,
コ ミンテル ンの文書の中国訳に も従事 した とい う。 「広東暴動 の意義 と教訓
一 一九二八年一月三 日 中共中央臨時政 治局通過 の決議」(邦訳名)を ボ リ
シ ェヴ ィー クー三期に発表
一九二九年
この年 は コ ミンテル ン執行委員 と して,国 際 トロツキ ズム反対斗争,反
帝斗争 を指導 した。 このかんに,フ ラソスで ひ らかれた国際反帝大会に出席
した。 …」
盟秋 白二 回 目の入 ソは 『秋 白』が1928年4月,r年 譜』が1928年7月,
楊 之華はr回 想 の盟秋 白』で1928年に行 った とは書 いているが月 日はない。
これは ソ連 の シネイデル の説が正 しいであ ろ う。 『秋 白』 にみ える反帝 国主
義戦士大会 とい うのは正式の名称はr年 譜』 の よ うに国際反帝大会 だろ うと
思われ る。r秋 白』に 記 されてい る1930年夏の ベル リソでの大示 威行進は
精密 な 『年譜』 に珍 らしくも洩れてい る。 ここで 『秋 白』 か らの引用文 の注
を明かに しよう。 「かれは大会 では ス トラホ フとチ ュイ ・ヴ ィー トの名を用
いた。大会の労働者幹部会員お よび コ ミンテル ンの綱領 作製 と植民地 ・半植
民地 国家 の革命運動 にか んす るテ ーゼ作製にかんす る委 員会 の委員に選 ばれ
た。(コ ミンテル ン第六 回大会 の速記報 告,モ ス クワー レニングラー ド,国
立図書 出版所,1929,第1,2,4,5分冊を見 よ)。r秋 白の コ ミンテル ソ執
行委 員会幹部会 員の幹部会 は主席団 とい って もよいか らr年 譜』 の コ ミソテ
ル ン執行委員,議 長 団委 員の議長団にあた る。
ソ連における盟秋白(川上) (39)
「ソ連 にいる間に 盟秋 白は 『陳独秀 と機会主義に反対 す る』,r注精衛 と
改組派 に反対 す る』 を書 いた。 そ のほか かれ は レーニンのr民 主主義革命 に
おけ る 社 会民 主主義者 の 二つ の戦術』,r国家 と革命』,r共産 主義 におけ る
"左 翼小児病"』 の中国語訳 を校訂編集 し
,ス ター リンの 『レーニン主義 の
基礎』,『コ ミンテル ンの プログラム(綱 領)』そ の他を中国語に訳 した。
コム ユニス ト・インターナ シ ョナルで の繁 忙な仕事,か れ の倦む ことを
　 　
しらない理論的 ・社会政治評論的および翻訳の活動 も前か ら禮秋白の注意を
ひいていた中国語の改革とラテン化文字の創造の問題への関心を減 じなかっ
た。曹靖華教授が正 しく言っているように,雀 秋 白の興味関心は多方面にわ
た り,社会科学,歴 史,文 学 ・芸術理論,文 芸創作 とともに言語学の問題に
は 　
も及んで,し か も成 功 している。 擢秋 白はr中 国 ラテ ン化字母』 とい う本を
出 した。 これはそ の方 面での呉玉章 の仕事 の よ うに中国の文字改革 の道に第
一歩を踏 みだ した ものであ り,そ の実現はわれわれの時代 でのみ可能にな っ
た。」(秋 白)。
注1雑 誌rコ ムミュニス ト・インターナショナル』の1927年1月27日付第四
号から1933年12月10日付三四一 三五号まではかれの協力によった,盟秋
白も中国と他の東洋諸国の革命運動問題にかんする論文を発表した.
注2盟 秋白(CTpaxOB),中国ラテン化字母,モ スクワ,中 国勤労者共産主義
大学出版所,1930,88頁.」
『年 譜』 に よると,1929年には 「また,中 国の文字改革問題を,呉 玉章
らと研究 し,r中国拉丁化字母』 をか きあげた。(これ は中国の国語運動史上
不朽 の文献であ る)こ の ローマ字 に よる 中国語教 育を,在 ソ中国人に 施 し
た」 とあ る。r秋 白』,r年譜』 の説 くところに誤 りな しとせば,こ の小冊子
は1929年に書かれ て1930年に モス クワで出版 され た ことにな る。
中国語 の文字改革問題 につ いてはお も しろい文献があ る。 これ もソ連 な
らではの もので,ア ・ゲ ・シプ リンツ イソ(A.r.田nPHHIiblH)とい うひ と
の書 いた小論 『榿秋 白のあ ま り知 られ ぬ労作』 と題す るものが 『東洋学 の諸
問題』1960年第6号 にのつてい る。 以下にそれを紹介 しよ う。
「1960年で,中 国の有名 な政治的 ・社会的活動家の崔秋 白(ス トラホフ)
'(40)人 文 研 究 第52輯
ユ
の小冊子 「中国ラテン化字母」がモスクワで出版 されて三十年になる。盟秋
白のこの仕事は中国のラテン化字母の創作のためには大きな役割を果 し,ま
た ソ連でも中国でも非常に よく知 られている。 しか しこの小冊子がふつ う言
われているのとはちがって,中 国の文字改革問題にかんす る盟秋 白の印刷 さ
　
れた労作で最初のものではないことに注意せねばならない。上記小冊子出版
ヨ
の約一年前にモスクワで同 じ筆者による 「中国拉丁式字母草案」が出たのだ
った。 これには盟秋白がその研究の初段階でな した字母の体系 と音節表記の
規則が述べてある。残念なことに盟秋白のあま り知 られていない早期のこの
ま
仕事は中国の文献では専門家 さえ全 く触れていない し,ソ ビエ トの新聞雑誌
ら
では,1930年の 『中国の諸問題』にのった 社会雑報記事に ついでのように摘
録されたにす ぎない。 したが ってこの小冊子につきここで簡単な書誌学的調
査 を なすのは適切 な ことであ ろ う。
「中国拉丁式字母草案」 は1929年なかば 中国勤労者共産主義大学の ガラ
ス印刷に よ り大型本(27×18cm)で出た。 それは中国語 のテキス トで25頁
で あった。 この本 は三篇か らな る。 第一篇(lr4頁)に は多 くの説 明に よる
字母表 と若干 の綴語尾があ る。第二篇(5-18頁)は詳細な注釈 のついた音節
綴 の表が七つあ る。 これ らの表 は中国語の音節 の二つ の部 分つ ま り音節は じ
めの子音(表 では水平線 に よって置かれてい る)と 音節 の末尾(垂 直線に よ
って並べ られてい る)に 基づいた普通の仕方 に よ り構成 されてい る。多 くの
音節 にはそれに固有 な声 調の相違 に応 じて五つ の別 々な書 き方 が定 め られ て
いる。 第三篇には アル フ ァベ ヅ トと 漢 字で書かれた 短 い課文(教 科書 の文
章)が ある。 ここには捜秋 白が ヴェ ・エス ・コロコロフといっ しょに作 った
アル フ ァベ ッ トの第二 の ヴ ァリア ン トが導入 され ている。 これでは二つ の子
音字母 の結合(ch,sh,dj,ng,dz,ts)が単独に補足的に或 るばあいには 変
音符(e,§・2,n)によって代替 され ることで第一一の もの とは異 る。
ここでは 最初の アル フ ァベ ッ ト草 案(1929年)を1930年に改作 した草
案 と詳 しく比較す ることはやめて,両 者間 の相違二点だけを示 す。第一草案
には多数 の字母が含 まれ る,そ の主要な点 は,非 常に複雑 な音 節 の正字法が
ソ連における嬰秋白(川上) (41)
特徴になっている。とい うのは声調の相違をアル ファベ ヅ ト書きで示す必要
があったか らである。後に崔秋白は これを放棄 した,い わゆる"国 語 ローマ
字"シ ステムの声調表示の複雑さと批判 さえ受けた。周知のごとく崔秋白は
中国に帰 ってか ら中国語と文字の改革問題への興味を表わ しつづけた。かれ
は多 くの論文を書いたが,そ れ らはかれの文集の第二巻に収め られている。
中国のアルファベ ット問題にかんする輩秋 白の仕事すべてにたいする分析,
.この分野におけるかれの考えの発展 と研究するにはなお今後に待たねばなら
ない。
なぜ盟秋白の第一草案が実際上知 られずにいたかの理由は次にあると思
　
われ る。第一 に,そ れは ガ ラス印刷版 で発行部数は僅 か二 百部 だ った こと。
ところが1930年の小冊子 の発 行部数は三千部 であ る。 第二に,1930年版は
ロシヤ語 と中国語で筆者 の姓が示 されていたのに,ガ ラス印刷版ではかれ の
ロシヤのペ ンネーム(CTpaxOB)だけで あ った。 最後に次 のよ うな ことも考
え られ る。1930年の小冊子 のは しが きには軽卒 に も 《本小冊子 は中国語 字母
のラテ ン化 とい う作業 の上 で最初 の(傍 点 は筆者)試 みである》 と書 いてあ
● ● ●
る。 これ までみてきた よ うに,全 然 そ うでは なか った。」
*シ ネイデルの評論 も見 よ(187-189頁).
注1UrotiHro・60(CTpaxoB)cocT.ZhonguoLatinhuadiZemu中国拉
丁化的字 母.KHTaticKaflaaTHHH3HpoBaHHa"a36yKa.モス クワ,中 国勤
労者共産 主義大学 出版 所,88頁.
注2た とえばr盟 秋 白文 集』第二巻 のr新 中国文草案』 の編 集の注解 を見 よ.
「この二つ のテキス トの前 に1930年にモ ス クワで 出版 された 『中国拉丁 化的
字母』 とい うい ちばん早 い草案が も うひ とつあ った,
注3CTpaxoB同 志著.中 国拉丁式字 母草案DjungguohLatinssheDzzemuu
Tseauxann・rIpoeKTKHTa負cKoroa∬ΦaBHTaHaAaTHHcKothocHoBe・
モス クワ,中 国勤 労者共産主 義大学 出版所,1929.
注4た とえば,『 悦海曙 ・中国排 音文字運 動史 簡編,上 海,1950年,および同
著 ・漢語併音的故事,上 海,1958年.ま たr中 国語文 』,1960年第3号,
122頁の周有 光の論文 で も,嬰 秋 白の第 二の小 冊子が(然 るべ く)1930年で
な く1929年にな ってい る.そ れ は明か に1930年版 の小 冊子に書いた毘秋 白
のは しが きが1929年10月とな ってい る ことで説 明のつ くこ とであ る.
注5『 ソ連にお いて漢字 の ラテ ソ化 にか かわ る人 々の労作 と ラテ ン化運 動』
(42) 人 文 研 究 第52輯
(r中国の諸問題 』,1930,第4つ号,221頁)には 「最 初の字 母草案 は間 もな
くガラス印刷で 出版 された」 とみ える.こ の雑誌の 第二号 には1930年の小
冊 子の論文 と同一の輩秋 白の論文 がの ってい る.
注6第 一草案 は と くに レニ ングラー ドにあ る国立 シチ ェ～ ドリン公衆 図書館の
東洋 部に保管 され てい る.図 書番号4-172.
盟秋白文集全四巻が 北京で 発行されたのは1953年10月か ら1954年2
月へかけてのことであった。その第二巻所収r新 中国文草案』の緒言の終 り
に編集者のつけた注解は注2に も引かれているが,こ れに よってもわか るこ
とは,当 時第二草案は知 られていても第一草案の存在は知 られていなか った
とい うことである。 それか ら数年 して シプリンツィン教授の 上記論文が出
た。 だか ら 中国にはこの論文 も盟秋白の第一草案も1960年以降は伝 ってい
たはずである。伝 っていれば中国語訳されて何かに掲載されたにちがいない
と思われるのだが,資 料不足のわたくしにはその辺の事情が皆 目わか らな く
て困っている。大方のご教示 を賜わ りたい。(未 完)
